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Ⅲ いばらき青年懇話会 

 

（１）総合計画全体に関する意見 

○若者が希望の持てる計画をつくってほしい。  
○若者が意欲をもてる将来にするための施策をお願いしたい。 

 

（２）施策に関する意見 

第１章 活力あるいばらきづくり 

   第３項 新鮮・安全で多様なニーズに応えられる農林水産物の産地づくり 

    第２節 競争力のある産地の育成と販売力の強化 

○農作物の売価は下がる一方で資材費等は高騰しており、農業の将来性に不安

を感じる。 
○農業分野に対する国や県の補助は、申請にあたってのハードルが高く、零細

農家が補助を受けることは難しい。そのハードルを下げ、気軽に農家が補助

を受けられるようにしてほしい。 
    

   第４項 産業を支える人材の育成と就業の促進 

    第２節 雇用・就業環境の整備 

○雇用に対する支援を強化してほしい。 
○ハローワークでは就職のノウハウ（履歴書の書き方、面接での受け答えなど） 
を身につける研修を行っているが、若者が求めている内容とズレがある。彼

らは「自分は何ができるのか」、「社会の中でどういった役割が担えるのか」

などを求めており、それを学べるように改善してほしい。 
○雇用の場として NPO が新たな受け皿になると思うが、茨城県では NPO に

対する支援の絶対数が少ない。県の方で支援を強化してほしい。 
○ハローワークと就職支援センターの情報は全く別物だが、利用者から見た場

合、両者は同じことをやっているように見え、はっきりと区分されていない。 
○就職支援センターの地区センターは情報量が少ないうえスペースも狭く、十

分機能しているとはいえない。 
○ニート、フリーターがポジティブになれるようにしてほしい。 
 

  第５項 人・もの・情報が活発に行きかう交流空間づくり 

    第１節 広域的な幹線道路の整備 

○インフラ整備に力を入れてほしい。  

 

  第６項 いばらきブランドの確立 

   第１節 地域資源のブランド化 

○若者と県政との距離が遠く、その内容について知る機会は少ない。若者が良

く行く場所で広報するなどして、もっと身近に触れられるようにしてほしい。 
   第２節 “いばらき”の情報発信力の強化 
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○若者が茨城県の情報に触れる機会を増やすためには、ローカルテレビ局を開

局してそこで県政情報を放映すれば良い。 
 

第２章 住みよいいばらきづくり 

第１項 安心な暮らしを支える保健・福祉・医療の充実 

第１節 社会全体で取り組む少子化対策の推進 

○子育て支援を強化してほしい。 
○子育て支援制度については、知らないと何も得られない。制度に関する情報

が、広く知れ渡るようにしてほしい。 
○保育園や公民館など子育て支援に関連した施設は増えてきているが、子ども

が自ら考えて遊ぶ場（施設）が不足している。与えられて遊ぶ場はあるので、

その点も充実してほしい。 
○出産できる場が減っていることに加え、産科情報が不足しており、県の方で

情報整理した資料（施設名・費用・場所など）を提供してほしい。 
○市町村によって保育所の料金が違うので一律化してほしい。また、その利用

時間が 18 時 30 分までと限定されている施設が一般的で、時間の延長など皆

が利用しやすいように改善してほしい。 
    第２節 高齢者がいきいきと暮らせる社会づくり 

○高齢者の社会福祉を充実してほしい。 
○介護保険の認可について、市町村によって基準が異なるので一律化してほし

い。 
○介護を必要とする人が利用する施設の絶対数が足りない。 

   第３節 障害者の自立と社会参加の促進 

○障害者がもっと社会に出られるように、県は資金援助をはじめ情報提供にも

力を入れてほしい。 
    第６節 安心して医療を受けられる体制の整備 

○医療について、緊急時の受け入れ先が決まらずにたらい回しにされるケース

もある。受入れ先の体制改善を県の方から求めてほしい。 
   

  第４項 快適で質の高い生活環境づくり 

     第２節 生活を支える交通環境の充実 

○若者の車離れにより、公共交通が整っていない場所では求人募集しても人材

が集まらない。公共の交通機関を充実してほしい。 
 

 第５項 地域社会活動の推進と世界に開かれた社会づくり 

    第１節 自主的・主体的な地域社会活動の推進 

○年齢を重ねるほど行動範囲は限定され、接する人も狭まってくるので、コミ

ュニティの場を充実してほしい。 
○居住地域に愛着がない人が多く、商工会などの組織に入ってくる人が少ない。 
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第３章 人が輝くいばらきづくり 

   第１項 未来を担う人づくり 

    第２節 学力の向上と個性を伸ばす教育の推進 

○小学校の段階から職業体験を充実させ、幼い時期から就職に関する考え方を

養えるようにしてほしい。 
    第３節 豊かな心と健康や体力をはぐくむ教育の推進 

○人づくりが大切。心が豊かな人が増えれば、地域も活性化していくと思う。 
 

 第３項 個性や能力を伸ばす機会の充実と社会参画の促進 

    第１節 青少年の自立と社会参加への支援 

○引きこもり、ニートの自立を支援するにあたり、そういった取り組みをする

NPO に対して、資金的な援助の他に彼らが社会に出るための研修の場を斡

旋してほしい。



 


